
 

■
定
時
総
会
報
告
　
　

　
令
和
７
年
５
月
30
日（
金
）リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
小
倉
で
正
会
員
24
社
が

出
席
し
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
案
は
２
件
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
な
審

議
の
上
、
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

(一)
　
令
和
６
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算

一
般
会
計
決
算
額
　
１
，
６
５
２
万
円

特
別
会
計
決
算
額
　
　
　
５
５
３
万
円

(二)
　
令
和
７
年
度

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

一
般
会
計
予
算
額
　
１
，
６
６
３
万
円

特
別
会
計
予
算
額
　
　
　
　
　
31
万
円

※ 

特
別
会
計
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
は
受
託
事

業
が
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
度
は
そ
の
予

定
が
な
い
こ
と
か
ら
、
必
要
経
費
の
み
の
予
算

計
上
で
す
。

 

■
令
和
７
年
度
事
業
計
画

(一)
　
事
業
方
針

　
Ｋ
Ｃ
Ｃ
は
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
の
研
鑽
に
励
み
、
北
九
州
市
を
は

じ
め
行
政
・
関
係
機
関
と
連
携
を
と
り

つ
つ
、
社
会
資
本
整
備
の
一
端
を
担
う

べ
く
活
動
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
は
、
Ｋ
Ｃ
Ｃ
創
立
39
周

年
に
当
た
り
、
節
目
と
な
る
40
周
年
に

向
け
、
協
会
活
動
の
さ
ら
な
る
向
上
を

目
指
す
年
度
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　
将
来
に
亘
っ
て
Ｋ
Ｃ
Ｃ
の
活
動
を
継

続
す
る
た
め
に
、
先
ず
は
、
正
会
員
の

事
業
継
承
が
最
も
重
要
な
課
題
と
考
え

ま
す
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
安
全
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
や
動
向
を
的

確
に
把
握
し
、
こ
れ
ら
に
対
応
で
き
る

技
術
力
の
研
鑚
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
同
時
に
、
協
会
が
一
丸
と
な
っ
て

様
々
な
課
題
に
取
り
組
む
土
台
は
、
正

会
員
・
賛
助
会
員
の
交
流
・
連
携
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
視
点
を
踏
ま
え
、
令
和

７
年
度
事
業
の
方
向
性
を
次
の
と
お
り

設
定
し
ま
し
た
。

①
　
自
治
体
と
の
関
係
強
化

　
北
九
州
市
を
は
じ
め
行
政
機
関
と
の

良
好
な
関
係
づ
く
り
は
、
平
時
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
へ
の
参
加
、
災
害
時
の
緊

急
対
応
な
ど
Ｋ
Ｃ
Ｃ
活
動
の
基
盤
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
、
自
治
体
・
事
業
者
と
も
に
人
手

不
足
・
技
術
継
承
と
い
っ
た
共
通
の
課

題
に
直
面
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
こ
の
対
応
へ
の
一
助
と
し
て
、
土
木

設
計
・
調
査
業
務
、
積
算
、
書
類
や
報

告
書
提
出
な
ど
様
々
な
場
面
で
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
踏
ま
え
、
業
務
の
簡

素
・
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
疑
問
点
や
課
題
を
抽
出
し
、
解
決

策
等
を
提
案
し
ま
す
。

②
　
会
員
相
互
の
交
流
促
進

　
正
会
員
の
連
携
・
相
互
理
解
を
促
進

す
る
視
点
か
ら
、
６
つ
の
部
会
で
部
員

の
交
流
を
高
め
る
事
業
や
、
厚
生
事
業

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

③
　
事
務
事
業
の
継
続
的
な
見
直
し

　
令
和
６
年
度
の
事
務
事
業
の
執
行
状

況
を
踏
ま
え
、
費
用
対
効
果
に
よ
る
事

務
事
業
の
見
直
し
と
同
時
に
、
北
九
州

市
と
の
連
携
、
周
辺
市
町
と
の
関
係
づ

く
り
、
会
員
の
交
流
促
進
に
つ
な
が
る

事
業
に
注
力
し
ま
す
。

(二)　

令
和
７
年
度
事
業
の
概
要

①
　
交
流
活
動
・
情
報
発
信

●
意
見
交
換
会

　
年
に
一
度
、
正
会
員
・
賛
助
会
員
が

一
堂
に
会
す
る「
場
」で
す
。
会
員
の
皆

さ
ま
の
意
見
や
要
望
を
頂
き
、
こ
の
意

見
交
換
会
が
よ
り
一
層
、
有
意
義
な
交

流
の
場
と
な
る
よ
う
、
工
夫
し
ま
す
。

●
厚
生
事
業

　
こ
れ
ま
で
、「
バ
ス
ツ
ア
ー
」「
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
」
を
交
互
に
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
令
和
６
年
度
は「
食
事
会
」

（
後
掲
）
を
行
う
な
ど
、
新
し
い
企
画

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
事
業
に
つ
い
て
も
、
厚

生
部
会
で
議
論
・
検
討
し
、
会
員
の
皆

さ
ま
が
楽
し
く
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。

●
部
会
運
営

　
技
術
委
員
会
の
四
つ
の
部
会
で
は
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
係
る
課

題
解
決
、
技
術
力
向
上
に
役
立
つ
研
修

の
企
画
な
ど
に
取
組
み
ま
す
。

　
総
務
委
員
会
の
二
つ
の
部
会
で
は
、

前
述
の
厚
生
部
会
の
活
動
、
広
報
部
会

で
は
、
広
報
誌
の
編
集
な
ど
に
取
組
み

ま
す
。
　

　
ま
た
、
活
発
な
議
論
や
意
見
交
換
が

な
さ
れ
る
よ
う
、
各
部
会
と
相
談
し
、

交
流
の
場
づ
く
り
に
取
組
み
ま
す
。

●『
会
報
誌
』・「
事
務
局
だ
よ
り
」

　
会
報
誌
は
Ｋ
Ｃ
Ｃ
活
動
を
会
員
の
皆

様
に
お
知
ら
せ
す
る
大
事
な
ツ
ー
ル
で

す
。
こ
れ
ま
で
、
年
４
回
の
発
行
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
事
務
事
業
を
見
直
す
中

で
、
活
動
の
途
中
経
過
や
身
近
な
話
題

を
適
時
、
提
供
す
る
た
め
に
は
、
発
行

の
頻
度
を
高
め
る
、
ま
た
は
、
代
替
え

の
ツ
ー
ル
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
報
誌
の
発
行
に
は
相
応
の
時
間
や

費
用
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
新
た
な
仕

組
み
と
し
て「
事
務
局
だ
よ
り
」を
発
行

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
正
会
員
へ
メ
ー
ル
に
よ
り
情
報
を
発

信
す
る
も
の
で
、
基
本
的
に
２
ヶ
月
に

一
回
、
ま
た
、
臨
時
発
行
も
あ
り
ま
す
。

　
既
に
、
令
和
７
年
３
月
号
、
４
月
号
、

６
月
号
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

●
周
辺
市
町
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動

　
Ｋ
Ｃ
Ｃ
は
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
を
通
じ
、
社
会
基
盤
整
備
の
一
翼

を
担
い
、
安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
苅
田
町
・
行
橋
市
な

ど
国
道
10
号
方
面
、
遠
賀
四
町
・
福
津

市
な
ど
国
道
３
号
方
面
に
連
坦
す
る
市

町
、
更
に
直
方
市
・
飯
塚
市
な
ど
の
筑

豊
地
域
で
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
こ
れ
ら
市
町
に
、
Ｋ
Ｃ
Ｃ

活
動
状
況
や
正
会
員
情
報
な
ど
Ｐ
Ｒ
活

動
を
継
続
し
、
地
域
貢
献
の
継
続
・
拡

大
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
ゆ
め
み
ら
い
ワ
ー
ク
２
０
２
５

　
ゆ
め
み
ら
い
ワ
ー
ク
は
、
高
校
生
や

建設部会

上水道部会

下水道部会

都市計画部会

広報部会

厚生部会

理事会

技術委員会

総務委員会
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中
学
生
に
、
早
い
段
階
か
ら
仕
事
や
進

学
に
つ
い
て
考
え
、
職
業
体
験
や
社
会

人
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
若
者
の
職
業

観
の
醸
成
、
地
元
企
業
・
大
学
・
専
門

学
校
等
へ
の
理
解
促
進
、
将
来
の
地
元

就
職
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
指
す
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　
Ｋ
Ｃ
Ｃ
は
、
北
九
州
市
技
術
監
理
局

が
取
り
ま
と
め
る『
明
日
の
北
九
州
市

を
創
る
建
設
業
』
の
構
成
員
と
し
て
出

展
し
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
に
お
い
て
も
、
正
会
員

並
び
に
賛
助
会
員
の
協
力
を
得
て
、
充

実
し
た
内
容
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
・
開
催
　 

令
和
７
年
12
月
11
日（
木
）

～
13
日（
土
）　
３
日
間

　
・
会
場
　
西
日
本
総
合
展
示
場 

新
館

②
　
研
修
・
人
材
育
成

●
技
術
研
修
会

　
技
術
研
修
会
は
、
Ｋ
Ｃ
Ｃ
発
足
時
か

ら
綿
々
と
続
く
重
要
な
事
業
で
す
。
昭

和
62
年
７
月
に
第
１
回
以
降
、
こ
れ
ま

で
、
技
術
委
員
会
・
専
門
部
会
に
よ
る

研
修
企
画
立
案
、
賛
助
会
員
か
ら
の
情

報
提
供
な
ど
を
踏
ま
え
、
設
計
技
術
、

並
び
に
、
建
設
工
法
や
材
料
知
識
の
習

得
な
ど
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
も
継
続
し
、
年
間
４
回

開
催
す
る
予
定
で
す
。

●
合
同
研
修
会

　「
合
同
研
修
会
」は
、
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
に
必
要
な
技
術
指
針
・
基

準
の
研
修
や
、
契
約
事
務
な
ど
で
の
提

出
書
類
に
係
る
知
識
の
修
得
・
周
知
を

図
る
研
修
会
な
ど
を
、
北
九
州
市
の
関

係
部
局
と
連
携
し
、
合
同
で
開
催
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
研
修
対
象
者

は
、
市
職
員
と
Ｋ
Ｃ
Ｃ
会
員
と
な
り
、

両
者
が
同
時
に
参
加
す
る
研
修
と
な
り

ま
す
。

③
　
災
害
時
支
援
・
協
力
活
動

　
Ｋ
Ｃ
Ｃ
は
、
平
成
30
年
10
月
に
北
九

州
市
と『
災
害
時
に
お
け
る
災
害
応
急

対
策
業
務
の
支
援
に
関
す
る
協
定
書
』、

令
和
４
年
３
月
に
北
九
州
市
上
下
水
道

局
と『
災
害
時
に
お
け
る
上
下
水
道
施

設
の
技
術
支
援
協
力
に
関
す
る
協
定
』

を
、
そ
れ
ぞ
れ
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら『
支
援
・
協
力
協
定
』に
基
づ

き
、
こ
れ
ま
で
災
害
応
急
対
策
業
務
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
も
、
災
害
時
に
は
、
迅

速
な
対
応
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
休
日
も
含
め
て
連
絡
体
制
を
整

え
、
災
害
復
旧
・
地
域
貢
献
に
努
め
ま

す
。

④
　
北
九
州
市
へ
の
要
望
・
提
案
活
動

　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
将
来

に
亘
っ
て
継
続
し
、
北
九
州
地
域
の
社

会
資
本
整
備
の
推
進
に
寄
与
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
技

術
の
研
鑽
・
新
技
術
の
活
用
、
人
材
確

保
・
働
き
方
改
革
な
ど
様
々
な
課
題
解

決
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　
課
題
解
決
の
一
助
と
し
て
、
先
ず

は
、
日
常
の
業
務
に
お
け
る
疑
問
・
問

題
な
ど
を
、
Ｋ
Ｃ
Ｃ
内
部
に
お
い
て
共

有
し
、
具
体
的
な「
課
題
」と
し
て
取
り

ま
と
め
、
要
望
・
提
案
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
過
程
で
は
、
Ｋ
Ｃ
Ｃ
正
会
員
実

情
を
北
九
州
市
に
理
解
し
て
頂
く
と
同

時
に
、
Ｋ
Ｃ
Ｃ
は
北
九
州
市
の
実
情

（
財
政
状
況
と
予
算
、
事
務
執
行
等
の

手
続
き
な
ど
）
を
知
る
・
理
解
す
る
と

い
っ
た
、
相
互
理
解
が
大
切
重
要
と
考

え
ま
す
。

　
定
時
総
会
に
引
き
続
き
、
同
ホ
テ
ル

に
て
令
和
７
年
度
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
来
賓
の
皆
様
、
正
会
員
、

賛
助
会
員
合
わ
せ
て
１
０
０
名
の
方
に

ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
盛
会
と
な
り
ま

し
た
。

【
来
賓
の
皆
様
】

　
武
内
　
和
久
　
　
北
九
州
市
長

　
尊
田
　
利
文
　
　
技
術
監
理
局
長

　
小
野
　
勝
也
　
　
都
市
戦
略
局
長

　
佐
溝
　
圭
太
郎
　
港
湾
空
港
局
長

　
一
田
　
大
作
　
　 

上
下
水
道
局

水
道
部
長
　

　
神
野
　
右
文
　
　 

上
下
水
道
局

下
水
道
部
長

　
意
見
交
換
会
の
開
催
に
あ
た
り
松
尾

会
長
よ
り「
Ｋ
Ｃ
Ｃ
会
員
は
、
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
通
じ
て
、
北
九

州
市
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
他

都
市
に
比
べ
自
然
災
害
が
少
な
い
と
言

わ
れ
る
北
九
州
市
と
は
言
え
、
ひ
と
た

び
、
災
害
が
発
生
し
た
時
に
は
、
率
先

し
て
復
旧
に
取
り
組
む
心
構
え
は
で
き

て
い
ま
す
。」「
北
九
州
市
で
は
、
新
た

な
試
み
が
着
々
と
進
展
し
て
い
ま
す
。

Ｚ
世
代
課
、
す
し
の
都
課
、
楽
し
み
な

取
組
に
多
く
の
方
が
期
待
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
心

を
持
っ
て
若
い
世
代
の
働
き
場
所
が
創

ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し
て
武
内
市

長
よ
り「
公
共
イ
ン
フ
ラ
は
経
済
・
社

会
の
大
き
な
土
台
で
あ
り
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
携
わ
る
技
術
者
の
知
恵

と
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
知
見
で
支

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｋ
Ｃ
Ｃ
の
皆
様
に
は
災
害
時
に
お
け

る
支
援
協
定
の
締
結
や
、
北
九
州
ゆ
め

み
ら
い
ワ
ー
ク
へ
の
出
展
に
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
北
九
州
市
の
羅
針

盤
と
し
て
、
ま
ち
を
支
え
、
牽
引
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
北
九
州
市
は
、
昨
年
、
60
年
ぶ
り
に

人
口
の
転
入
超
過（
４
９
２
人
）を
達
成

し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
小
さ
な
数
字
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
流
れ
を
少
し
ず

つ
大
き
く
し
た
い
と
、
様
々
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
件
費

や
資
材
の
高
騰
な
ど
厳
し
い
中
、
財
源

の
確
保
も
ま
た
、
非
常
に
悩
ま
し
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
工
夫
に
工
夫
を
重
ね

て
、
投
資
経
費
を
上
積
み
し
ま
し
た
。

　
ま
ち
の
土
台
で
あ
る
公
共
イ
ン
フ
ラ

を
支
え
て
い
く
た
め
に
も
、
皆
さ
ま
と

一
緒
に
心
を
合
わ
せ
、
乗
り
越
え
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
北
九
州
市
の
暮
ら
し
、
経
済
、
そ
し

て
未
来
を
、
チ
ー
ム
北
九
州
と
し
て
一

緒
に
創
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。」と
力
強

い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
長
を
は
じ
め
来
賓
の
皆
様
に
は
、

多
く
の
出
席
者
と
歓
談
い
た
だ
き
、
そ

の
列
が
途
切
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
会
場
の
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
会
話
の
輪

が
広
が
り
、
大
変
和
や
か
な
懇
親
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
出
席
者（
正
会
員
と
賛
助
会

員
）
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
の
試
み

と
し
て
、
賛
助
会
員
の
皆
様
に
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
展
示
、

さ
ら
に
、
ス
テ
ー
ジ
で
の「
１
分
間

メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
、
工
夫
が
必
要
と
は
思
い

ま
す
が
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
意
見
な

ど
を
い
た
だ
き
、「
意
見
交
換
会
」の
充

実
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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(一)
　
災
害
時
支
援

　
令
和
６
年
度
は
、
７
月
豪
雨
で
発
生

し
た
公
園
内
遊
歩
道
の
沈
下
に
係
る
補

修
工
法
の
検
討
要
請
を
受
け
ま
し
た
。

　
対
応
可
能
な
正
会
員
５
社（
㈱
ア
ル

フ
ァ
、
九
州
コ
ク
ド
㈱
北
九
州
事
務

所
、
㈱
東
亜
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
北
九
州

営
業
所
、
㈱
福
山
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
北

九
州
本
社
、
㈱
松
尾
設
計
）の
中
か
ら
、

㈱
東
亜
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
北
九
州
営
業

所
に
支
援
要
請
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

(二)
　
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
訓
練

　
北
九
州
市
上
下
水
道
局
は
、
災
害
発

生
時
の
支
援
・
受
援
体
制
の
強
化
及
び

組
織
、
職
員
の
対
応
力
向
上
を
目
的

に
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
広
島
市
下
水
道
局

へ
の
支
援
を
想
定
し
た
実
地
訓
練
・
図

上
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
下
水
道
部
会
か
ら
㈱
太
平
設
計
が
参

加
し
ま
し
た
。

(三)
　
厚
生
事
業

　
令
和
６
年
度
は
、
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て〝
食
事
会
〞「
令
和
６
年
度
Ｋ
Ｃ

Ｃ
厚
生
事
業
～
イ
タ
リ
ア
ン
の
夕
べ

～
」を
、
令
和
６
年
10
月
25
日（
金
）に
、

13
社
36
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
、
社
外
の
方
と
交
流
を

深
め
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
、
事
務
職

員
同
士
の
つ
な
が
り
を
求
め
る
等
々
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

(四)
　
ゆ
め
み
ら
い
ワ
ー
ク
２
０
２
４

　
令
和
６
年
度（
２
０
２
４
年
度
）は
、

１
１
３
企
業
・
団
体
が
出
展
し
２
日
間

の
開
催
期
間
中
に
１
０
，
１
７
８
名
が

来
場
。

　
Ｋ
Ｃ
Ｃ
は
、
正
会
員
並
び
に
賛
助
会

員
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、『
明
日
の

北
九
州
市
を
創
る
建
設
業
』
の
構
成
員

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
出
展
内
容
等

は
次
の
と
お
り
で
す
。

(五)
　
技
術
研
修
会

　
令
和
６
年
度
は
、
賛
助
会
員
の
協
力

を
得
て
４
回
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
内
、
第
２
回
及
び
第
３
回
は
上

水
道
部
会
に
よ
っ
て
、
上
水
道
設
計
の

基
礎
知
識
か
ら
学
べ
る
研
修
と
し
て
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

(六)
　
受
託
事
業

　
令
和
６
年
度
は
、
北
九

州
市
上
下
水
道
局
か
ら「
下

水
道
施
設
コ
ン
ク
リ
ー
ト

防
食
技
術
指
針（
案
）
改
訂

業
務
」を
受
託
し
ま
し
た
。

　
業
務
内
容
は
、
最
後
の
改
定
が
平
成

22
年
度
と
な
っ
て
い
る『
下
水
道
施
設

コ
ン
ク
リ
ー
ト
防
食
技
術
指
針（
案
）』

に
つ
い
て
、
準
拠
し
て
い

る
基
準
の
改
訂
に
合
わ
せ

て
そ
の
内
容
を
　
調
整
・

見
直
す
も
の
で
す
。

　
合
わ
せ
て
、「
管
更
生
工

事
設
計
積
算
基
準
」に
お
い

て
防
食
工
法
に
関
わ
る
項

目
を
修
正
す
る
も
の
で
す
。

　
業
務
は
、
下
水
道
部
会

所
属
の
正
会
員
５
社（
㈱
旭

技
研
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
九
和
設
計
㈱
、
㈱
吾
水
総
合
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
㈱
太
平
設
計
、
㈱
松
尾

設
計
）が
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
広
報
部
会
を
離

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

業
界
未
経
験
の
私
を
温
か
く

迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に

は
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
広
報
誌
作
り
の
経
験

は
、
私
の
中
で
し
っ
か
り
と

し
た
基
礎
と
な
り
ま
し
た
。

職
場
は
変
わ
り
ま
す
が
、
ま

た
ど
こ
か
で〝
ご
縁
の
架
け

橋
〞
が
つ
な
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
九
州
コ
ク
ド
㈱

　
猪
山
　
万
里
枝

　
こ
の
度
、
猪
山
の
後
任
と

し
て
お
世
話
に
な
り
ま
す
、

平

方 

純

平（

ひ

ら

か

た 

じ
ゅ
ん
ぺ
い
）と
申
し
ま
す
。

業
界
経
験
は
浅
い
で
す
が
、

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
九
州
コ
ク
ド
㈱

　
平
方
　
純
平

(一)
　
賛
助
会
員
の
退
会

　
日
本
ス
ナ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
協
会

　
　（
令
和
７
年
３
月
31
日
付
）

(二)
　
名
称
変
更

　
株
式
会
社
押
川
測
量
設
計

は
、
社
名
を「
株
式
会
社
押
川

測
研
」に
変
更
し
ま
し
た
。

会
員
の
異
動

会
員
の
異
動

（
令
和
７
年
１
月
以
降
）

● ゆめみらいワーク 2024　出展概要
開 催 日 令和6年 12月 11日（水）～ 12日（木）２日間
開催会場 西日本総合展示場・新館

出　　展

３DCAD で作成した３D道路を使ったドライブシミュ
レーター

㈱福山コンサルタ
ント

ドローンの展示と飛行シミュレーター体験等 ㈱計測検査
SRP 工法とオメガライナー工法用の材料の展示、施工動画 積水化学工業㈱
建設コンサルタント業務の紹介動画
下水道管渠探査ロボット（もぐりんこ）の操作体験
北九州市内の土木設計の紹介パネル展示

● 下水道 BCP訓練の概要
開 催 日 令和６年11月 14日（木）～ 15日（金）
開催場所 広島市千田庁舎

内　　容
1日目 移動（訓練の一環）、図上訓練・実地訓練
2日目 1日目訓練を踏まえた意見交換、移動（訓練の一環）

参 加 者 北九州市上下水道局、広島市下水道局、KCC

● 令和６年度技術研修会・合同研修会
開 催 日 内　　容 講　　師 受講者数

第
１
回

6.26

第１部 プレキャストコンクリートにおける低酸素化の取り組み
について

小倉セメント製品工業㈱営業部
㈱ヤマウ福岡営業部

33第２部 国産れんが　発祥から現代まで 黒崎播磨㈱セラミックス事業部

第３部 コンクリート構造物の健康寿命を延ばす J- ティフコム
について ㈱サンブリッジ

第
２
回

7.26
第１部 水道管路における水理設計について

日本ダクタイル鉄管協会 42
第２部 ダクタイル鉄管の管路設計について

第
３
回

10.30
第１部 ダクタイル鉄管管路の設計演習（座学）

日本ダクタイル鉄管協会 39
第２部 ダクタイル鉄管管路の設計演習（演習問題と解説）

第
４
回

10.31

第１部 橋台背面 FCB工法盛土の FEM解析による耐震性能検証 FCB研究会事務局

16第２部
乾式吹付工法（リフレドライショット工法）について
劣化した橋梁床版上面補修材（リフレモルセット SF）
について

住友大阪セメント㈱福岡支店

第３部 SPR-SE 工法エキスパンドタイプによる下水道管におけ
る自立管構築について 積水化学工業㈱
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　北九州市建設コンサルタント協会（KCC）は、
北九州地域を中心とする社会資本の整備、維持保全の
推進に貢献し、市民生活の向上を図り、広く社会公共の
福祉の増進に寄与します。

１．正会員一覧
1 ㈱旭技研設計コンサルタント 2 ㈱アルファ

3 ㈱ウエダ 4 ㈱押川測研

5 ㈱尾上設計コンサルタント 6 ㈱おのみち設計技術

7 九和設計㈱ 8 九州コクド㈱北九州事務所

9 計測検査㈱ 10 ㈱吾水総合コンサルタント

11 ㈱サンプランアイ 12 ㈱三洋コンサルタント

13 ㈱シビルコンサルタント 14 ジーアンドエスエンジニアリング㈱
北九州営業所

15 ㈱祥栄設計 16 ㈱スペースシビル設計事務所

17 ㈱太平設計 18 ㈱東亜コンサルタント北九州営業所

19 ㈱西日本測研社 20 日興コンサルタント㈱

21 日鉄鉱コンサルタント㈱北九州営業所　 22 ㈱福山コンサルタント北九州本社

23 北九設計㈱ 24 ㈱松尾設計

２．賛助会員一覧
1 アーマライングス㈱ 2 ㈱柏木興産

3 ㈱九コン　北九州営業所 4 九州ベルテクス㈱

5 黒崎播磨㈱セラミックス事業部 6 ㈱ケイ・イー・エス

7 小倉セメント製品工業㈱ 8 下村コンクリート工業㈱

9 ジオスター㈱九州支店 10 西武ポリマ化成㈱九州営業所

11 積水化学工業㈱
環境・ライフカンパニー九州営業部 12 東亜グラウト工業㈱九州支店

13 東洋産業㈱ 14 日本乾溜工業㈱北九州支店

15 日本ジッコウ㈱九州営業所 16 日本ステップ工業㈱九州営業所

17 日本ヒューム㈱北九州営業所 18 日之出水道機器㈱九州営業所

19 ヒロセ補強土㈱ 20 水谷建設工業㈱北九州営業所

21 メタウォーター㈱北九州営業所 22 安川オートメーション・ドライブ㈱

23 矢作建設工業㈱九州支店 24 ㈱ヤマウ北九州営業所

25 ㈱ヤマウチ
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